
NeuMoReservoir
－ 神経細胞の形態が生み出す時空間ダイナミクス －

【背景】

❑ 単一の神経細胞は、人工ニューロンモデルと異なっ
て空間的構造(形態)をもつ

❑ 単一の神経細胞の情報処理能力は明らかでない

【開発したソフトウェアの優位性・新規性】

❑ 単一神経細胞モデルで発話認識精度 70.4% を達成

❑ 樹状突起上のシナプスの配置が計算性能に影響する
ことを示した

❑ 本ソフトウェアは、シミュレータNEURONを用い
て単一の神経細胞を用いたリザバー計算の性能評価
を可能にする

【目的】

❑ 空間的構造をもつ単一の神経細胞のシミュレーショ
ンモデルを使って物理リザバー計算を実装する
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【解決する課題と社会への影響】

❑ 単一の神経細胞における情報表現の原理究明

❑ ニューロモルフィックハードウェアや生物計算機な
どの新しい計算機開発への寄与
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